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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
令和 3 年度事業計画書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

 

 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下 1階地上 6階建の、地上 5階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 2,564 ㎡ 

開 館 日 平成 2年 8月 4日 

 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 1 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和 58年 1月 22日 

指 定 期 間 平成 28年 4月 1日から令和 4年 3月 31日まで 

 

はじめに 

事業計画書作成に際し、新型コロナウイルス感染症の拡大により、引き続き影響を受けることを前提と

し、その影響を計画書内に反映している。ただし、ワクチン接種開始に伴い、通常営業の体制に戻ること

も考慮し、旧に復すことができるよう、常に体制復帰の準備を整えておくこととする。 

また、施設運営にあたっては、区役所からの新型コロナウイルス感染症に関する通知を基に、職員及び

利用者の安全確保に努め、施設利用にあたっては、感染症対策のガイドラインにのっとった 

施設のご利用を引き続きお願いしていく。 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

●地域文化創造をリードする ”Advanced Center” へ 

 

横浜市の区文第一号施設として、当事業体が管理運営する文化施設の手本となるよう、これまで以上に

地域に根付き、市民一体となった活動を中心とする。他の文化施設に先立って、市民参加や地域活性を

促し、次代に向けた子どもや若者たちの育成を行い、さらには区内の他文化施設との協力で、施設従事

者のレベルアップも牽引。市民文化のレベル向上に寄与できる区文のリーダー的な位置づけを目指す。

地域文化の牽引役となることで、地域の自漫、地域への愛着を増幅させられる施設となる。＜”Advanced 

Center”  実現のための 3つのミッション＞ 
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①幅広い市民からの共感獲得 

多くの市民へ良質な文化芸術の提供と、アウトリーチによる社会的包摂のさらなる推進。 

②若年層の利用拡大 

新規利用者の開拓と、世代にあったアプローチの積極的実施。 

③地域・他施設との積極的な連携 

連携事業による施設・地域が一体となった活性化と相互レベル向上に向けた取り組みの積極的実施。 

 

（2）令和 3年度の位置づけ 

1. 事業の方針 

令和 3 年度は新たに当館と同じビルにある(株)相鉄ビルマネジメントの商業施設と協業を実施し、当

館への誘引の強化を図る等、多方面からのアプローチを行うことでサンハートの存在力を高め、利用者

増加を狙うとともに、友の会協力店舗の拡大にも注力し、更には人気企画である「ホールでピアノを弾

いてみませんか？」の優先予約権利を友の会会員特典に追加することで、若年層の会員増加を図る。 

また、指定管理 11年目を迎え、既存イベントや運営方法の足場は固まりつつあるが、現状把握と課題、

新たなニーズを発掘するために、事業アンケート等の他、独自アンケートを実施。SNS上のアンケートも

利用しつつ、今サンハートに何が求められているのかを見極め、課題や解決方法を探っていく。 

 

① 周知広報の拡大・強化 

地域メディア等の既存情報発信サービスを紙面・WEB双方活用していくのは勿論のこと、開催する公演

内容によって情報発信媒体を変更するなど、周知広報の有効活用を目指す。また、以下の各種 SNS はタ

イムリーできめ細やかな情報を発信できるよう心掛ける。 

 

■情報発信媒体一覧■ 

（1） Instagram 

親子向けイベント（未就学児イベントや小学生向けイベント等） 

（2） Twitter 

一般層（20代～60代）向けイベントや、館からのお知らせ全般 

（3） Facebook 

コンサートやイベント後のコラム投稿 

（4） YouTube 

自主事業コンサートに出演予定のアーティスト演奏を事前に視聴可能にし、アーティストプロ 

モーションの助長をするとともに、アーティストの表現の場を広げるツールとしても活用する 

（5） 当館と同じビルにある商業施設内サイネージ看板に催事スケジュールを掲出 

 

② 施設外への積極的な発信 

ワークショップ・オーディション卒業者のアウトリーチでの活用や他施設事業への派遣等を含め、地

域内外の活動や、文化イベント・芸術祭等への参加など、サンハートから積極的に外に向かう活動に取

り組み、サンハートの発信力を強めていく。 

 

 既存の派遣先とのさらなるつながりと、新規開拓 
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区内のコミュニティスペースや障がい者施設、保育園、学校などへ音楽家や読み聞かせボランティ

アを積極的に派遣。既に派遣経験のある施設のみならず、需要のある施設の新規開拓に引き続き注

力していく。 

 派遣事業の積極的な PR 

ホームページ内の専門ページにて、派遣方法について具体的に発信。また、町の賑わいづくりの一

助として、派遣事業の資料を商店街含め、旭区内の複数の地域公共施設等へ配布し、広く告知して

いく。 

 人材共有の仕組み作り 

絵本の読み聞かせボランティアの派遣について、定期的に受け入れを実施している施設とは「人材

共有」の仕組みを確立し、よりスムーズな運営を実現させる。 

 

③ 地域・他施設との新しい連携事業 

自治会・商店街等との連携はもちろん、区内の他文化施設や、他区の区民文化センターとも連携を強

めるなど、地域・他施設との連携を旭区民文化センターがリードして、地域の課題の共有やその解決を

目指していく。 

 他文化施設・文化団体との連携 

各 SNS を通して他文化施設・文化団体及び地域コミュニティの主催事業を相互リツイートし合い、

互いの事業内容拡散を行う。 

また、他施設や文化団体が配信している事業に関するコラム閲読やオンライン講座等を積極的に受

講し、得た情報を事業・運営に活かしていく。 

 他区民文化センターとの共催 

類似した公演がある際は、双方連絡を取り合い、公演時にチラシの折り込みを行う。 

 

2. 運営の方針 

＜顧客満足度の高いサービスの提供＞ 

「施設を利用できる時間」、「情報提供」、「利用相談への対応」、「利用者支援」など、利用者・来場

者の立場に立ったユーザビリティの高い施設運営を行い、顧客満足度を高める。 

＜レベルの高い接遇・接客＞ 

安心と信頼の獲得のために、「職員の接遇・接客」に関する研修を行い、職員一人ひとりの“顔”が

見える施設を目指す。 

＜ニーズの把握の徹底と改善への反映＞ 

利用者・区民の声を収集する機会としてアンケートを定常的に実施すると共に、利用者懇話会・各

種団体との合同連絡会への参加等を通して利用者と共に課題の抽出や改善に取り組む。 

 

3. 管理の方針 

＜二俣川駅北口共同ビル管理組合との一体管理＞ 

構成団体である相鉄企業(株)は二俣川駅北口共同ビルの管理組合事務業務と建物維持管理業務を併

せて受託しているという利点を活かし、更なる効率的な管理を追求しコストパフォーマンスの高い

維持管理を実現させる。 

＜施設予防保全の実現＞ 
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「今、施設や設備がどのような状態か」を踏まえて「今後施設や設備はどうなっていくか」につい

て、将来を見据えた予防保全（中長期修繕計画・設備機器更新計画の策定・提案）に取り組む。 

＜安全衛生＞ 

事務所スタッフが出社時及び退社時に行う施設内点検・衛生備品点検に加え、防災センター警備担

当が営業時間中、一時間に一回の頻度で施設内点検・警備を実施している。 

 

2 自主事業に関する計画 （事業フレーム等については【別紙 1】に記載） 

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは、大きく「鑑賞事業」と「機会提供事業」に 2 分、さらにそれぞれを分類し、

合計 5つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。 

 

鑑 

賞 

[取組内容] 

●一流の芸術家による個性的な公演事業 

□ トップレベルのアーティストによる

サンハートならではの個性的な公演

を開催する。 

[達成指標] 

 

□ アンサンブルオーディション最優秀賞受賞組による

クラシックコンサートを開催。若手ながら優れた演奏

力・プレゼンテーション力を持つ演奏家への活躍の場

を提供していく。 

□ 大人向けを基本とし、鑑賞をじっくり

と楽しんでいただく、 特別感のある

コンテンツを取り入れる。 

□ 今までとは異なるジャンルのコンサートやイベント

を開催し、より幅広い年齢層のお客様に芸術鑑賞を楽

しんでいただく。 

●普段着の芸術鑑賞 

□ 身近で気軽に芸術に触れられる機会

を提供する。 

 

□ ワンコインコンサートを含む 0 歳から鑑賞可能なコ

ンサートを数回開催し、途中退出入ができること、

授乳室や簡易的なおむつ替え台、ベビーカー置き場

を設置する旨を提示することで、保護者に対して子

供連れでのコンサートをもっと気軽なものに感じて

もらえるようにしていく。 

□ どなたにでも楽しんでもらえるよう、

低価格で良質なコンテンツを提供す

る。 

□ クラシックにとらわれず、その時のニーズにあった

曲目をコンサートに盛り込み、よりお客様の目線に

合わせたイベントを作り上げるよう努力する。 

機

会

提

供

事

●サンハートオリジナル 

□ サンハートの育成・交流創造事業とし

てスタートしたワークショップやオ

ーディション型の事業を展開する。 

 

 

□ 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、短

期間かつ小規模のワークショップのみを開催予定。例

年同様、松井工（文学座）を講師として招き、演劇の

基礎知識や演技指導を行う。 
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業 □ サンハートの顔として、館内公演やア

ウトリーチ活動にも積極的に参加し

ていく。 

□ 「アンサンブルオーディション」入賞者を「サンハー

トレジデントアーティスト」として広く告知宣伝し、

二俣川駅他の駅前の催事会場等も活用し、サンハート

から館外への発信力を高めていく。 

●私たちのホール 

□ 市民が企画や運営に参加するコンテ

ンツを設ける。 

 

□ 区民企画委員による企画案を起用し、映画に限らず、

ニーズを押さえながらバラエティに富んだイベント

を随時開催していく。 

□ 事業参加をきっかけとした参加者同

士の出会いや交流の場を創出する。 

□ 引き続き行う「読み聞かせ」では、定期的に勉強会

を実施し、絵本の選書方法や童謡、手遊びなどの情

報交換の場を設けることで、読み聞かせサポーター

同士の交流や、意識向上を図る。 

□ 事業終了後も参加者が活動を継続で

きる仕組みを作る。 

□ 企画参加者としてサンハートに関わりを持った方々

を中心に「サポートスタッフ」及び「読み聞かせサ

ポーター」としてサンハートの運営へ携わってもら

う仕組みを継続する。 

●シーズンイベント（その他） 

□ 空き施設の有効活用を目的とした企

画や季節に合わせたイベントなど、幅

広い市民に向けた多分野にまたがる

コンテンツを設ける。 

 

□ 施設の有効活用と収入向上のため、引き続きホール

の時間貸し（ピアノ練習）や、作品展示が可能なレ

ンタルスペース「ウェルカムギャラリー」の開催な

どを実施。また、新型コロナウイルス感染症の影響

で、ホールの利用率が減少した際は、臨時的にピア

ノ練習以外のホールの時間貸しイベントを考案して

いくようにする。 

 

（2）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

[取組内容] 

● 地域内の対象施設へダイレクトアプロー

チを行い、隠れた需要の掘り起こしに務

める。 

 [達成指標] 

□ 地域を絞り、カフェやケアプラザ、地域公共施設へア

ウトリーチ活動の宣伝資料を配布し、「要請」を受けて

から企画提案を行う「受注型」だったアウトリーチか

ら、より積極的な「企画開発型」へと進化させ、新規

アウトリーチ先を増やしていく。 
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● 未就学児（特に未就園児）とその親の活

動の場としての需要をさらに広げ、地域

コミュニティーの形成へと繋げていく。 

□ 未就学児や小学生の子を持つ親に、サンハートを情報

収集の場として「認識」してもらえるよう、チラシ配

架棚をより見やすいレイアウトにしたり、各種 SNS で

未就学児向けの情報コンテンツを取り扱っていき、保

護者が情報の渦に飲み込まれない土台作りを行う。 

また、保護者にヒアリングを行い、今地域で求められ

ていることの情報収集し、事業に反映していく。 

 

（3）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

●ともに作る：「区民企画委員」の仕組みを

継続する。 

 [達成指標] 

□ 区民企画には、既存のイベントの他に新規企画の立ち

上げを依頼し、新たな顧客層の開拓へとつなげてい

く。 

●ともに進める：「運営サポーター」の仕組

みを継続する。 

□ イベント開催時に運営に携わることで、サポーター同

士の交流やコミュニティ形成促進を図り、更に施設の

運営をより良いものにしていくために、等身大の意見

をサポーターから提案していただくことによって、地

域全体で支え合う親しみやすい文化施設運営を目指

す。 

●ともに育つ：サンハート主催事業から派生

した取り組みについて、地域文化に大きく

寄与する活動を「共催事業」と位置付け、

独自の運営サイクルを確立するまで積極

的に支援する。 

□ アウトリーチに関して、自主事業担当者の立ち合いが

なくとも開催施設に訪問できるようにしていく。 

●ともにつながる：サンハートが地域のため

にできることを、利用者・市民・地域・関

連団体等でともに検討し、地域課題を解決

するアイデアを事業化するプロジェクト

を、サンハートが主体となって、地域をリ

ードし推進する。 

□ 若い世代をサンハートの利用者として取り込んでい

くため、未就学児向けのイベント時に、保護者に対し

てアンケートや意見交換の場を設け、館としての課題

を浮き彫りにしていく。 

 

3 施設の運営に関する計画 

（1）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

●利用者サービスのさらなる向上に努

め利用者ニーズに合わせたサービス

を増やす。 

 [達成指標] 

□施設利用者の発表会を広報支援し、直近のホール・諸室の空き

状況を情報コーナーに発信する等により顧客満足度を向上さ

せる。 
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●アンケートやヒアリング等から区

民・利用者のニーズを的確に把握す

る。 

□各年実施の利用者アンケートや自主事業等の来館者アンケー 

トをはじめ、ヒアリングの随時実施と年１回利用者懇話会を開 

催して、ご意見・ご要望を的確に把握しサービス向上に努める。 

●サンハート友の会を継続し、会員へ 

のサービス向上と共に強力なサポ  

ーターとしての関係作りを図る。 

□改めてサンハート友の会の会員登録を行い、会員からの声を次 

年度の事業へ反映させる等施設のサポーター的存在として会 

の運営を行う。引き続きジョイナステラス各店舗と連携するな 

ど会員特典の充実等を図り、会員数増をめざす。 

 

（2）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

●効率的且つ安定した施設の開館・運 

営を行う。 

 

 

 [達成指標] 

□開館日数 345日 

 休 館 日  20日 

 年末年始 12月 29日～1月 3日 

  施設点検・消防設備点検 14日 

●利用者アンケートや利用者懇話会 

からの声を基に満足度向上・利用促 

進を図る。 

□様々な媒体を活用し、施設のＰＲを充実させ稼働率向上に努

める。 

 

●施設利用者へ専門的な利用方法等 

効果的なアドバイスを行う。 

□舞台技術を含め、専門性をもった職員が常駐して、利用者か

らの相談・下見・利用打合せをはじめ、トラブル等緊急時に

も迅速に対応する。 

●周辺施設と連携して地域全体の賑 

 わい作りに貢献する。 

□二俣川ライフ、ジョイナステラス、二俣川駅周辺商店街、二

俣川駅、並びに相鉄線駅との連携事業を展開していく。 

●施設を有効活用し、施設の魅力作 

り・活性化を図る。 

□ワンコインコンサートを引き続き実施するとともに、施設の

有効活用を図る。 

●利用者へ施設のホール・諸室の空き 

情報をリアルタイムで広く発信す

る。 

□予約システムで閲覧できない、直近１ヶ月以内のホール・諸

室の空き情報を更新し、施設内に発信する。 

 

（3）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

●地域・区民の文化芸術情報発信拠点 

としての役割を担う。 

 

 [達成指標] 

□情報コーナーでは、文化芸術資料として、雑誌・図書・情報誌 

を設置するほか、類似の他施設情報の紹介を行うなど様々な文 

化芸術情報を得る事ができるスペースとして整備する。 
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●情報の内容により、最適な媒体・手 

段により、効率的な広報・宣伝活動

を実施する。 

□毎月の催し物案内発行、ホームぺージのリアルタイムな更新を

はじめ、当事業体ならではの媒体（交通広告・広報紙等）を有

効に活用しＰＲを行う。新たに㈱相鉄ビルマネジメントの協力

を得て当館と同じビルにある商業施設内サイネージ看板に催

事スケジュールを掲出する。 

 

（4）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

●事業企画・施設管理・舞台技術の経 

験・実績豊かな職員・専門スタッフ 

と、区民をはじめとした地域スタッ 

フを配置し、全ての職員が適切なコ 

スト感覚、効率的管理とホスピタリ 

ティ精神をもった運営を行う。 

 

 

 

 [達成指標] 

□以下の通り人員を配置し運営する。 

【運営スタッフ】※2交代、常時 2名以上配置 

 館  長 1名 

 副館長 1名 

 職  員 5名 

【舞台技術】※利用状況により 2～4名 

 職  員 4名 

【受付スタッフ】 

 カルチャースタッフ 12名（地域採用） 

●職員・スタッフの施設運営スキルア 

ップのために研修を実施する。 

□機材研修、個人情報保護研修、消防訓練等を実施し、運営に役

立てる。 

 

4 施設の管理に関する計画 

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮をす

る。サンハートは開館から 30年を迎え、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえた上で、

施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていく。 

 

（1）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

●安全・安心できる施設の維持 

 

 [達成指標] 

□設備等保守管理項目を遵守し、定期的な施設点検を実施する。 

●定期的な設備点検 

 

□老朽化した建築、設備のリスクマネジメント評価を行い、修繕

計画の適正化を図る。 

●必要に応じた緊急点検 

 

 

□月１回の定期的な施設点検の他に、建築物点検マニュアルに準

拠した点検及び、建築物定期報告に準拠した点検を年１回行

う。 
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●施設設備の予防保全 □施設設備等の中長期修繕計画や修繕・改修について、早めに施

設情報を提供し、関係各所に働きかけるとともに、利用受付・

打ち合わせ時に利用者に備品や設備の正しい取り扱いを説明

し、安全で確実な利用を促進する。 

 

（2）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

●安心できる環境の維持 

 [達成指標] 

以下 8点を達成指標とする。 

①清掃項目一覧及び清掃内容一覧を遵守し、日常・定期清掃を実

施する。 

②美観を維持するように取り組む。 

③環境に配慮し、廃棄物の発生抑制に努める。 

④空気環境測定（VOC等含む）を実施する。 

⑤社内による、業務の品質管理点検を実施し、特別清掃・日常清

掃の計画を策定する。 

⑥ヨコハマ３R夢など市の施策や事業に協力する。 

⑦空気環境測定結果の報告書を作成する。 

●新型コロナウイルス対策 ⑧横浜市他感染予防のガイドラインと産業医（感染症専門医）の

アドバイスを基に、消毒液の設置、設備・備品等の消毒作業など、

新型コロナウイルス感染拡大防止に努める。 

 

 その他の計画 

（1）危機管理対策について 

[取組内容] 

●緊急時の対応 

 

 [達成指標] 

□緊急内容別（事故、犯罪、火災、設備故障など）に連絡網の整

備を行う。 

●利用者の安全・安心を確保 

 

□大規模災害等が発生した場合は、行政機関との連絡・協力を円

滑に行えるよう訓練等を通じて体制を整える。 
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●防災管理 

 

以下 5点を達成指標とする。 

①平成 24 年度に作成した「帰宅困難者一時滞在施設」としての

運用マニュアルに基づき訓練を実施し、緊急時に備える。 

②緊急時の連絡網を作成するとともに旭区役所へ提出する。 

③近隣在住職員をあらためて確保する。 

④事故、犯罪及び火災等を発生させない為に、職員による定時巡

回を実施する。 

⑤消防計画書を作成し、自衛組織を結成することで、日常の防 

火・防災に努める。また、催事の際は、避難導線の確保等の指 

導を行うとともに、消防計画書および緊急時対応マニュアルに 

基づき年 2回防火・防災訓練を実施する。 

 

（2）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 

[取組内容] 

●日報及び月報の作成・管理（業務 

記録の整備） 

 [達成指標] 

□業務記録の適正な作成・保管と共に重要な件に関して随時報告

をおこなう。 

●業務計画書及び業務報告書の作成 

・管理（利用者のニーズや声を反映 

した業務計画の策定） 

□ＰＤＣＡサイクルの推進とともに重要な件に関して随時報告

出来る体制づくりに取組む。 

 

●モニタリングの実施（モニタリング 

への対応・ 体制の整備） 

□業務記録の一元管理によるモニタリングへの対応・体制を構築

する。 

●自己評価の実施（ＰＤＣＡサイクル

の導入と確実な運用） 

□利用者アンケートの結果や利用者の声を、常に自己評価に反映

させながら施設運営に取組む。 

 

6 収支について 

（1）経費削減の努力について 

[取組内容] 

●管理運営コストの削減に努める。 

 [達成指標] 

□無駄な光熱水費の削減と、業務効率化等による無駄なコストの

削減に努める。但し、利用者の満足を阻害するようなサービス

低下につながる必要コストの削減はしないようにするととも

に、軽易な修繕については職員自ら行い、修繕費を有効に活用

する。 

 

（2）収入向上の努力について 
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[取組内容] 

●収益向上、適正な受益者負担を設定

し、外部資金獲得に努める。 

[達成指標] 

以下 3点を達成指標とする。 

①ホール・諸室の空き状況をホームページにてリアルタイムに公

開し、収益の向上を図る。 

②魅力的な事業を実施し、入場料収入を最大限に確保する。 

③エレベーター横に設置したウェルカムギャラリー（レンタルボ

ックス）により、その他収入の確保に努める。 

 

（3）収支予算書 

項   目 予算額 備                 考 

収入 

指定管理料収入 108,279,000  

利用料金収入 25,192,000  

事業収入 5,721,000  

その他収入 935,000  

収入合計 140,127,000  

 

支出 

人件費 70,844,000  

事務費 4,800,000  

事業費 5,721,000  

管理費 54,158,000  

公租公課  4,000  

事務経費 4,600,000  

支出合計 140,127,000  

収支差額 0  

 

【別紙 1】 

【自主事業フレーム】 

1．鑑賞事業 一流の芸術家による事業  ジャズシリーズ 

 最優秀賞受賞記念コンサート 

 気軽に寄り道コンサート 

 サンハート記念コンサート 

普段着の芸術鑑賞  あさひ亭まねき寄席 

 ワンコインコンサート 

 アウトリーチ 

2．機会提供事業 

 

サンハートオリジナル  演劇ワークショップ 

 サンハートアンサンブルオーディション 
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私たちのホール  読み聞かせサポーターによるおはなしかい 

 すくすくキッズプログラム 

 美音倶楽部 

 サンハート運営サポートスタッフ 

 区民企画委員 

その他シーズンイベント  サンハートオープンデー 

 ホールでピアノを弾いてみませんか？ 

 夏休み子ども体験講座 

 ウェルカムギャラリー 

 アートマーケット 

【自主事業一覧】                              （税込、単位：千円） 

No 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場見込 事業費 

1-1 12 月 ジャズシリーズ ホール サンハート主催のジャ

ズレクチャー参加者が

立ち上げた「横濱 J&B

オーケストラ」による

ビックバンド演奏。30

周年記念をリベンジ

し、サンハートにゆか

りのある演奏者を起用

する。 

150人 

（300人） 

325,000円 

 

1-2 9月 

（3 月） 

最優秀賞受賞記

念コンサート 

 

ホール アンサンブルオーディ

ション最優秀賞受賞組

による、良質なクラシ

ックコンサート。今年

度は木管五重奏による

演奏をお届けする。 

150人 

（300人） 

320,000円 

 

9月 171,000 円 

3月 149,000 円 

 

1-3 9月 気軽に寄り道コ

ンサート 

ホール 仕事帰りに立ち寄れる

19時以降に開催する大

人のためのコンサー

ト。 

150人 

（300人） 

100,000円 

 

1-4 計 2回 

（6・1月） 

サンハート記念

コンサート 

ホール 30周年記念として企画

していたイベントを、

令和 2 年度よりスライ

ドし、今まで取り組ん

でいないジャンルのコ

ンサートを実施。旭区

出身の箏奏者による邦

楽コンサートも予定。 

300人 

（600人） 

552,000円 
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2-1 計 2回 

（5・1月） 

あさひ亭 

まねき寄席 

ホール 著名な真打ちや若手落

語家による公演。令和

2 年度に予定をしてい

た 70回目の記念回を 5

月にスライドし、バラ

エティに富んだ演目

で、動員を図る。 

300人 

(600人) 

1,046,000円 

 

2-2 計 6回 

（5・11・2

月、1日 2 

回公演） 

（3月予備） 

ワンコイン 

コンサート 

ホール 

 

若手音楽家によるクラ

シックアンサンブルの

コンサート。子供向け

と大人向けの 2 公演に

分け、誰もが気軽に音

楽に触れられる機会を

提供する。 

900人 

（1,800

人） 

457,000円 

 

5月 121,000円 

11月 110,000円 

2月 97,000円 

(3月 128,000円) 

2-3 

 

計 10回 

（学校 4回 

福祉 3回 

そ の 他 3

回） 

アウトリーチ 旭区内 

各所 

小学校や福祉施設等

へ、出前コンサートや

ワークショップを届け

る。オーディション受

賞者への演奏機会提供

の場も兼ねる。 

500人 671,000円 

 

3-1 8月 演劇 

ワークショップ 

ホール 

 

講師に文学座の松井工

を迎え、演劇を通じた

コミュニケーションの

スキルアップを目指し

たワークショップ。 

 

30人 

 

60,000円 

 

3-2 10 月 サンハートアン

サンブルオーデ

ィション／レジ

デントアーティ

スト 

ホール 地域のアマチュア音楽

家や近隣の音大生を対

象に、器楽を中心とし

たアンサンブルのオー

ディション。入賞者は、

主催事業での出演機会

提供の他、アウトリー

チ事業への参加アーテ

ィストとして、地域へ

積極的に広報を行う。 

300人 

（20組） 

341,000円 
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4-1 通年 

（月 1回） 

読み聞かせサポ

ーターによる「お

はなし会」 

ホール 未就園児とその保護者

を対象とした絵本の読

み聞かせ会。サンハー

トの読み聞かせ講座を

修了した「読み聞かせ

サポーター」が企画運

営を担当する。館外か

らの依頼も積極的に引

き受け、絵本の読み聞

かせを通じた地域貢献

を目指す。 

480人 

（20組） 

79,000 円 

 

4-2 通年 

 

すくすくキッズ 

プログラム 

ホール 

カルチャー

工房 

乳幼児を対象に、初め

て音や絵と触れ合う機

会を提供するととも

に、子育ての合間に子

供連れで参加可能な母

親向けのイベントを開

催する。 

20人 

 

12,000円 

 

4-3 通年 

（月 1回） 

美音倶楽部 会議室 

 

サンハート独自の真空

管アンプを使った会員

制のレコード鑑賞会を

行う。 

 

20人 9,000円 

 

4-4 通年 運営サポーター ホール  1000人 16,000 円 

4-5 通年 区民企画委員 ホール 

会議室 

区民の目線を通してサ

ンハートならではの企

画をプロデュース。「名

画座」をメインにイベ

ント企画運営を行う。 

600人 

（5名） 

530,000円 

 

5-1 8月 オープンデー 全施設 全館で無料や低価格の

イベント、さらに市民

参加型の催しを行い、

普段サンハートを利用

されない方や家族連れ

が気軽に施設に立ち寄

っていただくきっかけ

を提供する。 

1000人 457,000 円 

 

5-2 通年 ホールでピアノ

を弾いてみませ

んか？ 

ホール 

音楽ホール 

サンハートホールや音

楽ホールのフルコンサ

ートグランドピアノを

1 時間単位で試演でき

る企画。 

360人 0円 
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5-3 8月 夏休み子ども体

験講座（Youtuber

体験） 

 

ホール 

 

講師を招き、夏休み期

間中に親子で参加でき

る Youtuber 体験講座

を開設。なりたい職業

上位にランクインする

Youtuberの仕事とはど

んな内容なのかを学ぶ

ことができる講座。 

20組 115,000 円 

 

5-4 

 

通年 ウェルカムギャ

ラリー 

エレベータ

ー横 

エレベーター横にある

窓際にレンタルスペー

スを設置し、宣伝ツー

ルとしても利用できる

自分だけの小さなギャ

ラリーを開催。 

48人 12,000 円 

 

5-5 6・11月 アートマーケッ

ト 

アートギャ

ラリー 

出店者による手作りア

ート作品を販売するイ

ベント。 

100人 90,000円 

 

6-1 通年 サンハート友の

会 

 固定顧客層への優遇体

制を整え、顧客満足度

向上を図る。 

100人 0円 

 

6-2 通年 備品購入 

郵送費 

 チラシ用のカラーペー

パー購入費や、他館へ

のチラシ発送代など。 

 426,000円 

 

6-3 通年 取材 

打合せ諸経費 

 その他諸経費  103,000 円 

 

合計： 5,721,000円 

※ 入場見込数について 

基本的には来場者数を記載しているが、ワークショップ型のイベントなど、観客以外にイベント参加

者が見込まれる場合は、参加見込数を括弧内に記入し、一般観客数を入場見込数として表示している。 

また、令和 3年度については新型コロナウイルス感染症対策に伴い、集客人数を半数に減らしている

と仮定し、ホールでの開催の場合は 150人集客にて見込み数を、そして括弧内に正規の集客人数を入

力している。 

 

※ 事業費について 

全て税込価格で表示している。 

 

※ 最優秀賞受賞者記念コンサート、ワンコインコンサートについて 

指定管理継続の有無により、コンサート回数を増加する可能性があるため、各 1回ずつ多めの予算を

組んでいる。 


